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1 はじめに 

日本消費者の特徴として、製品・サービスの品質重視、新製品選好と流行に左右されやすいこ

とが挙げられている。例えば、奥瀬(2014)は、日本消費者の耐久財の購入意向とデザイン・個性及

び安全性とは関連性があることを指摘した。また、洪(2007)は日本人の生活様式の類型ごとに、シ

ャンプーの購買行動を調査分析した結果、それぞれの類型に異なる特徴があることを明らかにし

た。例えば、自由闊達型の日本消費者は金銭に無頓着であり、製品のメーカーやブランドの知名

度に拘らず、製品の機能と使用感により購入商品を選択するという特徴がある。すなわち、日常

的な生活習慣が製品の選択基準に影響を与えることを示唆している。 

一方で、財の耐久性から、長期にわたって使われる製品である耐久財の他に、耐久年数が比較

的に短い製品である半耐久財と非耐久財に分けることができる。市場予測やマーケティング戦略

の策定にとっては、日本消費者の財の選択基準が耐久性によって異なるかどうかを把握すること

が重要である。 

そこで、本研究では、耐久財、半耐久財と非耐久財の 3 種類の製品を対象製品に、耐久性ごと

の財に対する選択基準の特徴とそれに影響する要因を明らかにすることを試みる。 

 

2 研究方法 

2.1 分析用データ 

 本研究では、登録モニターから割当法で抽出した 1,650 名の 18 歳から 75 歳までの日本人消費

者を対象者に、Web 調査により 2023 年 2 月 27 日～2023 年 2 月 28 日に「消費生活に関する意

識調査」を実施し、データ収集を行った。Web 調査の回答バイアスを減らすために、収集した 1,650

件に対してデータクリーニング作業を加えた。具体的には、不良回答を検出するために設けた 3

つのトラップ質問のいずれかに対して質問内容を読まずに回答したもの、回答時間が極端に短か

ったもの、モニターで登録された性別・年齢と回答したものとは不一致であるもののどれかに該

当した場合、不良回答と見なした。データクリーニングの結果、560 件の不良回答を除外し、1,080

人分のデータを使用した。 

 研究の対象製品として、耐久財、半耐久財と非耐久財の 3 種類を取り上げた。調査票では、耐

久財として洗濯機、冷蔵庫とテレビ、半耐久財として洋服、かばんと靴、非耐久財として洗濯用

洗剤、シャンプーとトイレットペーパーを例示した。主な調査内容は、日常的な消費スタイル、3



種類の財の選択基準及びデモグラフィック属性から構成される。3 種類の財の選択基準は、特定

の財やブランドを購入する理由を調べるために、Sheth(1991)が提案した消費価値尺度を参考にし、

機能的、感情的、社会的、認識的価値の 4つの側面から質問項目を作成した。 

 

2.2 分析方法 

 3 種類の財の選択基準の共通点と相違点を明らかにするため、まずは全体的に 3 種類の財の選

択に有意差があるかの検証にあたって、共通している 5 つの質問項目を用いて、回答の比率の差

の検定を行った。また、デモグラフィック属性による 3 種類の財の選択基準の異同を明らかにす

るために、クロス集計表における独立性検定と残差分析を用いた。さらに、日常的消費スタイル

の違いによる 3 種類の財の選択基準の異同を検討するために、クラスター分析により日本消費者

を複数のグループに分け、グループごとの選択基準の特徴を抽出した。 

 

3 分析結果 

3.1 3 種類の財の選択基準の異同 

 3 種類の財の選択基準において、価格より品質の方を重視することの回答分布は図 1 で示され

ている。耐久財と非耐久財の間、半耐久財と非耐久財の間には差があることが検出された。耐久

財と半耐久財の選択では、非耐久財の選択に比べ、価格より品質の方が重視される傾向が見られ

る。 

 

図 1 3 種類の財の選択における価格・品質重視の回答割合 

 

 3 種類の財の選択基準において、機能の新規性を重視することの回答分布は図 2 で示されてい

る。耐久財と非耐久財の間、半耐久財と非耐久財の間には差があることが確認できた。耐久財と

半耐久財の選択では、非耐久財の選択に比べ、機能の新規性が重視される傾向が見られる。 
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問 2  3 種類の財の選択における機能の新規性重視の回答割合 

 

3.2 個人属性による選択基準の特徴 

 耐久財と半耐久財の機能の新規性に対する回答割合と性別のクロス表は表 1 と表 2 で示されて

いる。耐久財の選択においては男性が女性より最新の機能を重視することが見られるが、半耐久

財の選択基準に関しては女性が男性より機能の新規性を重視することが示されている。つまり、

3種類の財の選択基準において、男女の特徴が見られる。 

 

表 1 耐久財の選択における「最新の機能を重視する」回答と性別とのクロス表 

 耐久財の選択における最新の機能を重視する 

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまら

ない 

全くあてはまらな

い 

性別 男性 15 153 246 85 

女性 21 110 297 153 

X-squared = 26.174；p-value = 0.00000877；Cramer’s V = 0.156 

 

表 2 半耐久財の選択における「最新の機能を重視する」回答と性別とのクロス表 

 半耐久財の選択における最新の機能を重視する 

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまら

ない 

全くあてはまらな

い 

性別 男性 11 134 255 99 

女性 35 174 250 122 

X-squared = 14.015；p-value = 0.002885；Cramer’s V = 0.114 
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3.3 消費スタイルによる選択基準の特徴 

 日本人の消費スタイルを示す 7 項目の回答スコアを用いてクラスター分析を行った結果、回答

者を 3つの消費行動類型に分け、それぞれの特徴は図 3で示されている。 

衝動消費派に属する回答者は 213 人で、中小都市や町村に居住している若年層が多い、購入前

の情報を収集せずに、衝動買い傾向が強いことが特徴である。 

伝統消費派に属する回答者は 526 人で、ネットショップの非利用者と高年層が多い。特徴とし

て、よく情報収集を行い、実物の確認、計画性に注力する消費スタイルである。 

流行追求派に属する回答者は 341 人で、3 大都市圏に居住している若年層とネットショップ利

用者が多く、流行を追求し、贅沢な生活を求めると当時に、情報収集を非常に重視している。 

3 つの消費行動類型の 3 種類の財の選択基準には差が見られた。衝動消費派は自分の好みで製

品を購入する傾向があるが、流行追求派は世の中の流行を追いかけ、製品と機能の新規性に対す

る追求が強い傾向がある。 

 

図 3 消費スタイルによる日本消費者の行動類型の特徴 

 

4 考察と今後の課題 

 本研究では、耐久性により日本消費者の選択基準の異同、個人属性及び消費スタイルによる選

択基準の特徴などを分析した。分析結果の詳細については当日に報告する。なお、日本消費者の

特有な消費意識が何かを明らかにするためには、他国との比較研究は今後の課題である。 

 

参考文献 

奥瀬喜之(2014). 消費価値観が消費者行動に及ぼす影響に関する実証分析.専修商学論集,99,1-13. 

洪懐馨(2007). ライフスタイルと購買行動の関連性: シャンプー購買についての台湾と日 本の

比較. 創価大学大学院紀要,Soka University, 28, 55-77. 

Sheth, Newman & Gross(1991). Why We Buy What We Buy: A Theory of Consumption Values, 

Journal of business research, 22, 159-170. 


